
1334 建武1. 2. 5 和田茂実，奥山荘金山郷で和田義成の家人らと合戦する（②167）
7.12 色部長倫ら，小泉持長・大河将長らと戦う（②74・171）

◇近衛基嗣，奥山荘中条などを得る［[4]1264］
1335 建武2. 3.12 越後国に反建武政府軍蜂起する（②171）

6.2 和田茂継，奥山荘中条支配について綸旨を得る［[4]1779］
7 北条時行，信濃に挙兵し鎌倉に入る（②177）

8.19 足利尊氏，時行を破り鎌倉に入る（②177）
9.21 色部長倫ら岩船宿で戦う［[4]1045］

11
足利尊氏，鎌倉で挙兵。19日新田義貞，尊氏討伐に向かう。越後魚沼の
新田一族および小国・河内・高梨・池・風間氏らの越後武士，義貞に従う
（②178・181）

12.19
足利方の佐々木加地景綱・色部高長ら，新田方の河村秀義と瀬波郡で戦
う（②79・181）

12.24 景綱ら，新田方の池・風間・小木・河内氏と蒲原津で戦う（②181）
1336 建武3 延元1.2. 7 景綱ら，池氏らと三島郡島崎城で戦う［[4]1051］

2 和田茂実，近衛領奥山荘中条などの支配安堵を求める［[4]1264］
5.17 景綱ら，加地荘佐々木原で戦う（②181）
8.26 景綱ら，菅名荘・黒金津保で戦う［越佐史料2］
8.3 光厳上皇，京都実相院に所領紙屋荘を安堵する［[5]4225］

10.12
信濃の小笠原・村上氏ら，越後の新田方を攻撃し，越後府中から義貞代
官堀口貞政を追う（②183）

1337 建武4 延元2.4.16 池・風間氏ら，頸城郡水科・水吉で足利方と戦う（②183）
5.16 色部高長ら，小国氏らと岩船宿で戦う（②74）
5.22 足利尊氏，大友氏泰に紙屋荘を与える［[5]4316］
6.1 和田茂継，奥山荘中条を譲る［[4]1760］

12. 5 三浦道祐，金沢称名寺と奥山荘金山郷を争う［[5]4060］

1338 暦応1 延元3.7. 3
大井田・中条・鳥山・風間ら新田方の諸氏，越前の新田義貞に合流するた
め越後府中をたつ。翌閏7月2日，義貞死去（②183）

1340 暦応3 興国1.8.20 義貞三男・新田義宗，越後から信濃に出撃，市川倫房らと戦う（②185）

1341 暦応4 興国2.4.13 上杉朝定，鵜川荘の安田条を丹波光福寺に寄進する［[5]4216］
5.28 北朝方，南朝方新田一族と妻有荘で戦う（②185）

6. 1 色部高長，蒲原津で小国氏と戦う［[4]1051］

1342 康永1 興国3.12.14
和田一族尼玄法，和田茂実の奥山荘北条三か村における非法を訴える
（②167・171）

1343 康永2 興国4.11.20
加地又三郎の押領した加地荘桑口・高浜を佐々木加地章氏女子尼明泉
に安堵する［[4]1781］

12.26 足利尊氏，三浦道祐に奥山荘関郷などを安堵する［[4]1253］
1344 康永3 興国5.4. 5 色部長倫，惣領の決定を妻にゆだね所領を譲る［[4]1029］

4 佐渡石田郷などの年貢結解状を作成する［[5]3063］
10.2 足利直義，上杉憲顕に上田荘を守護領として与える（②188）

11.16 足利尊氏，佐渡の青木保などを園城寺に寄進する［[5]4204］
11 尼明泉，加地又三郎の加地荘の押領を重ねて訴える［[4]1894］

1345 貞和1 興国6.5.26
足利尊氏，和田茂実に奥山荘北条の海老名領を勲功として与える
［[4]1281］

6. 7 近衛家，和田茂助による奥山荘中条の年貢抑留を幕府に訴える（②242）

8. 1 佐渡羽茂郡の地頭本間貞久ら，小比叡社の懸仏を作る［[5]3148］
8.15 小河荘太田の神社で鰐口を造る［[5]2929］

1346 貞和2 正平1.7.17 源貞泰，吉河荘中条を譲る［[5]4009］

7.19
幕府，三浦道祐と金沢称名寺の奥山荘金山郷相論を裁決し，道祐に与え
る［[4]1257］

12. 2 雪村友梅，京都建仁寺で死去する［越佐史料2］
1347 貞和3 正平2.6.　 羽黒義成，所領安堵を求める［[4]1920］

10.13 和田茂実，奥山荘北条の所領安堵を求める［[4]1289］
1348 貞和4 正平3.5.17 足利直義，茂実の所領譲与を承認する［[4]1291］



1349 貞和5 正平4.3.　 佐渡国高家村の年貢を守護所に進上する（②91）
1350 観応1 正平5.2.11 奥山荘雑掌，和田茂助の年貢抑留を幕府に訴える［[4]1785］

1351 観応2 正平6.2.13 足利尊氏，細川頼和に勲功の賞として白河荘上下条を与える［[5]4294］

7.22 源家泰，吉河荘中条を譲る［[5]4011］
8.13 上杉憲顕，居多神社に社領を寄進する［[4]2120］
9.2 河村秀継，荒河保の自領を譲る（②79）

11.2 尊氏方の宇都宮氏綱と越後諸氏，柏崎で直義方と戦う（②192）
1352 文和1 正平7.1.29 中院貞平・村山信義ら，池一族と越後国府で戦う［[4]1716］

②.16 和田茂実ら，奥山荘黒川城で南軍上杉憲顕軍と戦う［[4]1259］
8. 3 村山義盛ら，古志郡蔵王堂で池・多劫・石坂氏と戦う［[4]1717］

9. 3
足利義詮，守護上杉憲顕に丹波安国寺領鵜川荘安田条の沙汰を命じる
［[5]4217］

1353 文和2 正平8.11. 8
和田義成ら，古志郡乙面陣で宗良親王・新田義宗らを破る［[4]1419・
1420］

1354 文和3 正平9.2. 6 足利基氏，勲功として奥山荘金山郷等を中条茂資に与える［[4]1791］

8.22 中条茂資，大輪寺に寺領を寄進する［[4]1472］

9.23 茂資ら，魚沼郡宇賀地で宗良親王・新田義宗・脇屋義治らと戦う（②194）

1355 文和4 正平10.3. 4
尊氏方の上杉憲将・宇佐美氏ら，頸城郡顕法寺城に挙兵。北軍の風間長
頼・村山隆直らこれを攻撃する（②195）

3.25 憲将ら，頸城郡柿崎城に籠城する。4月14日北軍に降参する（②195）

4～7.　
茂資ら，蒲原郡加茂の陣か峰で，ついで古志郡の蔵王堂・●脱（志度乃
岐）荘於木野島・大島荘平方原で戦う（②195）

12.22 越後出身の遊行六世一鎮，死去する［越佐史料2］

1357 延文2 正平12.4.26越後守護宇都宮公綱，吉河荘大津・●生を本郷弥五郎に渡す［[5]4001］

1358 延文3 正平13.6.15鵜川荘上条の鷲尾寺の十一面観音像が造立される（②369）
1359 延文4 正平14.6.13黒川茂実（応寸），奥山荘内の所領を子の時実に譲る（②281）

1360 延文5 正平15.4. 3 頸城郡柿崎の尼教浄，上洛して本願寺存覚から本尊を受ける（②478）

1362 貞治1 正平17.2. 9
藤原為顕，亡父菩提のために刈羽郡原田保を同郡正寿寺に寄進する
［[5]2367］

6.27 上杉憲顕，頸城郡保倉保を山城天竜寺に寄進する［越佐史料2］
11. 2 越後風間氏の跡，大友氏時に与えられる［[5]4318］

1363 貞治2 正平18.3.24憲顕，関東管領となって鎌倉に赴く（②197）
4.21 幕府，頸城郡佐味荘を西大寺に渡す［[5]4272］
8.18 足利基氏，宇都宮氏綱の憲顕攻撃を聞き，氏綱を討つ［越佐史料2］

10. 2 越後西生寺の弘智，死去する［越佐史料2］
1364 貞治3 正平19.4.　 黒川時実，高野・関氏と奥山荘の所領をめぐって争う（②279）

6.18 蒲原郡五箇浦の尼妙蓮，本願寺存覚から本尊を受ける（②478）
◇小河荘岩谷村の平等寺，宝印を刻す［[5]2932］

1365 貞治4 正平20.2. 5
幕府，越後・佐渡両国に春日社造営料棟別銭10文を賦課する［[5]4268・
4269］

1367 貞治6 正平22　　 越後守護上杉憲栄，出家する［上杉系図大概・越佐史料2］
1368 応安1 正平23.4.15色部長忍，所領の加納方色部条などを嫡子に譲る［[4]1030］

7 新田義宗・脇屋義治ら，上越国境に挙兵，憲顕これを破る（②198）
9.19 憲顕，死去する（②198）

1370 応安3 建徳1.4.18 魚沼郡四日町神宮寺の広目天像が造立される［[5]2492］
1374 応安7 文中3.4.27 安田道幸（憲広），鵜川荘安田条を次子憲朝に譲る（②246）
1375 永和1 天授1.9. 6 幕府，鵜川荘安田条上方を丹波安国寺に寄進する［[5]4215］

10. 3 中条政資，所領を嫡子に譲る［[4]1803］
1376 永和2 天授2.⑦.10上杉憲栄，加地時秀の跡を鎌倉円覚寺に与える［[5]4051］
1377 永和3 天授3.5.13 安田道幸，鵜川荘安田条上方を安国寺に渡さず係争する［[5]4209］



1378 永和4 天授4.8. 1 国上寺金蔵月山，魚沼郡浦佐毘沙門天の勧進に加わる［[5]2589］
1380 康暦2 天授6.4. 8 幕府，魚沼郡妻有荘を上杉憲方に安堵する（②250・272）

6. 2 幕府，本間直泰に佐渡宮浦保・久知郷等を安堵する（②201）
6.28 幕府，毛利憲朝の鵜川荘安田条地頭職を安堵する（②247）

11.15
三島郡白鳥荘上野郷の預所資明，領主随心院に請文を提出する
［[5]4229］

1381 永徳1 弘和1.4.　 本間季綱，所領佐渡二見半分の安堵を求める［[5]3054］
12.14 本間直泰，佐渡梅津保の安堵を求める［[5]3060］
12.24 本間左衛門四郎，所領佐渡長木等を安堵される［[5]3874］

1382 永徳2 弘和2.11. 1 上杉憲方，三島郡小加礼井村を氷室真興に打ち渡す［[4]1533］
11.13 藤原清信ら，浦佐保南方を普光寺毘沙門堂に寄進する［[5]2590］

1383 永徳3 弘和3.11.15吉見氏頼，小河荘上条・下条内野沢等を得田章房に与える［[5]4026］

1384 至徳1 元中1.2. 7 熊野那智山道賢坊の旦那に佐渡の計良・中川一族がみえる［[5]4301］

8.21 幕府，奥山荘金山郷を金沢称名寺に安堵する［[5]4063］
1386 至徳3 元中3.2.26 三島郡妙法寺の日増，置文を定める［[5]2644］

10.12 中条寒資ら，奥山荘内田地を大輪寺に寄進する［[4]1475］
1387 嘉慶1 元中4.5.21 氷室真興，小加礼井村を毛利憲広に売却する［[5]2756］

5.3 本郷詮泰，三島郡吉河荘中条北方を安堵される［[5]4004］
1389 康応1 元中6.4.14 佐渡久知郷長安寺の宥快，千仏経を納める［[5]2978］

6.21 毛利入道道依（元豊），佐橋荘を安堵される［[4]1535］
10.22 毛利憲広，丹波安国寺と鵜川荘上条上方を争う［[5]4214］

1390 明徳1 元中7.8. 3 本間直泰，佐渡国分寺に所領を寄進する［[5]3112］
1391 明徳2 元中8.9.28 西大寺の末寺に越後安禎寺がみえる［[5]4067］
1392 明徳3 元中9.5.　 頸城郡富川保の浄応禅寺の住持，梵鐘を造る［[5]4348］

⑩.　 南北朝合一
10. 2 幕府，国上寺に寺領を安堵する［[5]2819］

◇越後各地で板碑の建立さかんとなる（②176）

1393 明徳4. 7.　
このころ，旧南朝方小国・白河氏，蒲原郡五十嵐保を押領する［越佐史料
2］

11.28
上杉憲方，所領上田荘・千屋郡国衙職等の安堵状を紛失，再安堵される
［[3]630］


